
令和 6 年 11 月 25 日

大和コミュニティセンター

電話 4 8 - 2 4 1 1

F a x 4 8 - 4 0 5 9

52号

屋内での開催でしたが多くの参加者があり、
大歓声、笑いありの楽しい時間を過ごされま
した。フィナーレでは参加者全員でやまと音
頭を踊りました。 やまと音頭

〇〇×クイズラジオ体操チェッコリ玉入れ

大大和和

ススポポーーツツフフェェススタタ 99
2222 日



令和６年１１月２５日 N o .2コミュニティ だ よ り

ボウリン
グ

ボウリン
グ

ペタンクペタンク

スリッパかご入れ
スリッパかご入れ

空き缶積み空き缶積み

パン釣り競争パン釣り競争

輪投げ輪投げ

ゲタとばしゲタとばし

大声大会大声大会

ゴ～～ルゴ～～ル

紙飛行機飛ばし紙飛行機飛ばし

校
長
先
生
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

中
学
生
も

　
　
　
大
活
躍

幼児・園児の部　２階武道場幼児・園児の部　２階武道場

１階体育館１階体育館

玄関前玄関前



令和６年１１月２５日N o .3 コミュニティ だ よ り

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
変
更

恋
路
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

視
察
研
修

市
長
表
彰

光
や
ま
と

ピ
カ
ッ
と
大
作
戦

　
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
に
移
動
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
24
時
間
使

用
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
救
急
の
際

に
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
連
合
自
治
会
と
総
務
・
環
境
防

災
部
で
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
説
明
を
受
け
、
実
際

に
搬
入
や
処
理
の
様
子
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
可
燃
物
の
焼
却
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
施
設
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

▽
城　
俊
治
（
三
輪
）
さ
ん

16
年
余
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
し
て
農
業
の
振
興
に
寄
与

▽
岩
田
小
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
（
国
光
仙
二
会
長
）

岩
田
小
に
学
校
用
品
を
寄
与
し
、

教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献

▽
大
和
更
生
保
護
女
性
会
（
森
山

和
子
会
長
）

多
額
の
寄
付
を
行
い
大
和
地
域
の

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
図
書
の

充
実
に
貢
献

　

光
警
察
署
の
協
力

を
得
て
交
通
安
全

啓
蒙
活
動
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
防
犯
ブ
ザ
ー
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
て
交
通
安

全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
子
ど
も
達
の
合
唱
、
和
太
鼓
演
奏
や

ダ
ン
ス
、
体
操
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
笑
顔
と
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日

舞
や
歌
謡
吟
詠
に
も
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

敬
老
の
集
い

1024
木

1112
火

9
27
金

どんど焼きどんど焼き
１月11日（土）
 10：00 ～ 12：00
岩田小学校グラウンド

日 時

場 所



令和６年１１月２５日 N o .4コミュニティ だ よ り

フェスタフェスタ

大和大和
ミュージアムミュージアム

1111
33 日

手芸・ワークショップ手芸・ワークショップ

布小物布小物

ポン菓子・芋ポン菓子・芋

大島みかん大島みかん

パン・和菓子パン・和菓子

販売販売

パンパン

有志の方々で芋ほりをされました。

大和中学校大和中学校

フェスタフェスタ



令和６年１１月２５日N o .5 コミュニティ だ よ り

大きな和大きな和

作品展示作品展示

手描き染色（大和手描き染色）手描き染色（大和手描き染色）書道（祥の会）書道（祥の会）

アサギマダラも
やってきました。お茶席お茶席

トールペイント（ワイルドローズ）トールペイント（ワイルドローズ）

ちぎり絵
（大和ちぎり絵）

切り絵（切り絵愛好会）切り絵（切り絵愛好会）

大きな和大きな和



令和６年１１月２５日 N o .6コミュニティ だ よ り

児
童
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

いわた・みわ地区のニュースをお届けしますい わ み ニ ュ ー ス

岩田・三輪地区の人口動静  令和６年 10 月末現在  男：2,221 人、女：2,526 人、計：4,747 人、世帯数：2,274 世帯

　

マ
ル
キ
ュ
ウ
岩
田
店
で
、
大
和
中
生

徒
と
各
種
団
体
の
皆
様
で
募
金
の
呼
び

か
け
を
し
ま
し

た
。
買
い
物
に

来
ら
れ
た
人
達

か
ら
、
募
金
箱

に
沢
山
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
と
時
代
は
移
り

変
わ
り
、
大
和
村
か
ら
大
和
町
そ
し
て
、

光
市
へ
と
変
わ
っ
て
、
早
20
年
が
経
ち
ま

し
た
。

　

大
和
役
場
、
大
和
福
祉
会
館
も
な
く
な

り
岩
田
駅
の
周
辺
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

急
速
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
駅
前

通
り
も
今
後
の
工
事
で
、
広
く
綺
麗
に
な

り
、
散
歩
な
ど
す
る
人
も
増
え
る
で
し
ょ

う
。

　

広
報
誌
「
や
ま
と
」
も
来
年
度
で
20
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
を

継
承
し
て
行
き
た
い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同

願
っ
て
お
り
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

岩
戸
八
幡
宮

　　　　　御
式
年
祭

　
英
語
暗
唱
や
学
年
発
表
に
続
き
学
級
ご

と
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ど
の
発
表
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
翔
龍
』

の
と
お
り
虹
の
龍
の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り

の
個
性
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。「
信
じ
る
」

を
全
校
で
合
唱
し
文
化
祭
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
当
日
、
共

同
開
発
し
た
お
菓
子

の
販
売
も
あ
り
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
光
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
10
月
８
日
に

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
岩
田
・
三
輪
地
区
は
左
記
の
グ
ル
ー

プ
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
岩
田
小
の
四
年
生
の
皆
さ

ん
が
地
域
の
清
掃
活
動
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
少
し
歩
い

た
だ
け
で
こ
ん
な

に
も
ゴ
ミ
が
・・・
」

と
、
た
く
さ
ん
の

ゴ
ミ
に
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。

自
分
で
出
し
た
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

あいさつで きょうからあなたも おともだち　
岩田小　２年　河村　波渚

あいさつで　笑顔広がる　三輪の町  
三輪小　５年　坂本　紬

あいさつで　地域をつなぐ　大和っ子
大和中　２年　大井　優衣菜

挨拶運動標語入選作紹介令和６年度 

赤
い
羽
根

　
　
共
同
募
金

光
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

✿
優
秀
賞

　
三
輪
小
学
校
・
大
和
総
合
運
動
公
園

✿
優
良
賞

　
三
輪
長
寿
会

✿
奨
励
賞

　
岩
田
小
学
校

岩田小花壇

10 1
火

大
和
中
文
化
祭
1026
土

　
伝
統
の
三
輪
行
進
に
つ
い
て
「
繋
ぐ
」

と
題
し
て
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
閉
校

で
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
三
輪
行
進

の
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
が
と

て
も
よ
く
伝

わ
る
ス
ピ
ー

チ
で
し
た
。

　

岩
田
の
岩
戸
八
幡
宮
で
、
御
鎮
座

１
０
８
６
年
御
式
年
祭
・
秋
祭
り
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

に
わ
か
奉
納
は
6
地
区
か
ら
紅
白
の

大
餅
、
宮
型
、
酒
樽
な
ど
工
夫
を
凝
ら

し
た
神
輿
が
繰
り
出
し
ま
し
た
。
神
事

の
後
、
御
神
幸
祭
。
神
子
役
の
岩
田
小

と
三
輪
小
一
年
生
八
人
と
お
宮
の
神
輿
、

氏
子
た
ち
と
御
旅
所
ま
で
行
き
石
村
宮

司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
に
続

き
、
無
病
息
災
を
願
い
獅
子
舞
の
奉
納

が
あ
り
ま
し

た
。

小
学
生
の
部 

第
１
位

三
輪
小
学
校

　
　
　
　
木
村
惺
磨
さ
ん

伊
藤
公
カ
ッ
プ

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
1019
土

1013
日
14
月


